
(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】長時間使用したり、高齢者や病人が使用するに

適した椅子に関するもので、特に、高齢者や病人が楽な

姿勢で食事を楽しむことのできる椅子を提供する。

【解決手段】本考案に係る椅子は、着座部５と、着座部

の後部に設けられた背もたれとを備え、背もたれの背受

け面は、着座部の後端部との間に空間１８をおいて着座

部の上方に設けられるとともに、背もたれの背受け面の

下向き延長線Ｌが床面Ｆに対する角度は、着座部に着座

した人の尻１００の後側１００ａを延長線上に位置させ

やすい角度に設定されている椅子である。

【選択図】図２（ｃ）
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【 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 着 座 部 と 、 該 着 座 部 の 後 部 に 設 け ら れ た 背 も た れ と を 備 え 、 該 背 も た れ の 背 受 け 面 は 、
前 記 着 座 部 の 後 端 部 と の 間 に 空 間 を お い て 該 着 座 部 の 上 方 に 設 け ら れ る と と も に 、 該 背 も
た れ の 背 受 け 面 の 下 向 き 延 長 線 が 床 面 に 対 す る 角 度 は 、 前 記 着 座 部 に 着 座 し た 人 の 尻 の 後
側 を 前 記 延 長 線 上 に 位 置 さ せ や す い 角 度 に 設 定 さ れ て い る 、 椅 子 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 背 も た れ の 背 受 け 面 の 延 長 線 と 床 面 と が 挟 む 角 度 が ８ ２ ± １ 度 に 設 定 さ れ て い る 、
請 求 項 １ に 記 載 の 椅 子 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 着 座 部 の 左 右 側 の 少 な く と も 一 方 に 設 け ら れ 、 背 面 側 か ら 正 面 側 に 向 か っ て 下 方 に
傾 斜 し て い る 横 部 材 を 備 え 、
　 前 記 横 部 材 の 前 記 正 面 側 の 先 端 部 分 は 、 前 記 着 座 部 の 着 座 面 の 高 さ と 同 等 以 下 の 高 さ で
あ る 、 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 椅 子 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 着 座 部 の 左 右 側 の 一 方 に の み 前 記 横 部 材 が 設 け ら れ て お り 、
　 前 記 着 座 部 の 左 右 側 の 他 方 に 、 前 記 着 座 部 よ り も 上 方 に 設 け ら れ た ひ じ 掛 け を 備 え た 、
請 求 項 ３ 記 載 の 椅 子 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 着 座 部 の 左 右 側 の 少 な く と も 一 方 に 設 け ら れ た ひ じ 掛 け を 備 え 、
　 前 記 ひ じ 掛 け は 、 そ の 中 間 部 に 隆 起 部 を 有 し 、
　 前 記 隆 起 部 か ら 背 面 側 に 向 か っ て 下 方 に 傾 斜 し 、 前 記 隆 起 部 か ら 正 面 側 に 向 か っ て 下 方
に 傾 斜 し て い る 、 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 椅 子 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 背 も た れ の 背 受 け 面 が 、 凹 状 の 湾 曲 面 と し て 形 成 さ れ て い る 請 求 項 １ 乃 至 ５ の い ず
れ か に 記 載 の 椅 子 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 着 座 部 の 基 枠 に 前 後 方 向 に 並 列 に 設 け ら れ た 複 数 の 第 １ の バ ネ と 、 該 複 数 の 第 １ の
バ ネ に 渡 っ て 交 差 す る よ う に 左 右 方 向 に 並 列 に 設 け ら れ た 複 数 の 第 ２ の バ ネ と を 備 え た バ
ネ 材 が 設 け ら れ 、 該 基 枠 上 に 前 記 着 座 部 の ク ッ シ ョ ン が 載 置 さ れ て い る 請 求 項 １ ～ ６ の い
ず れ か に 記 載 の 椅 子 。
【 考 案 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 考 案 は 、 椅 子 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 通 常 、 食 卓 や 勉 強 机 等 と と も に 使 用 さ れ る 椅 子 は 、 人 が 着 座 す る 座 面 と 、 座 面 の 後 部 に
設 け ら れ た 背 も た れ と を 備 え た も の で あ る 。 こ の 種 の 椅 子 に は 、 左 右 両 側 部 に ひ じ 掛 け が
設 け ら れ た も の も 多 い 。
【 特 許 文 献 １ 】 意 匠 登 録 第 １ ２ ５ ５ １ ２ ２ 号 公 報
【 考 案 の 開 示 】
【 考 案 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 従 来 の 成 人 用 の 椅 子 に は 種 々 の も の が あ る が 、 一 般 的 に は 、 着 座 面 が 前 後 に 長 く 、 背 も
た れ は 上 位 が 後 部 に 位 置 す る よ う に 比 較 的 大 き な 角 度 で 傾 斜 し て い る も の が 多 い 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ の よ う な 椅 子 に 、 人 が 着 座 し た 場 合 、 着 座 し た 人 の 尻 が 、 座 面 上 で 前 に す べ っ た 状 態
と な り 、 体 幹 や 骨 盤 が 後 傾 す る 傾 向 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
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　 こ の よ う に 体 幹 や 骨 盤 が 後 傾 す る 傾 向 が あ る た め 、 腰 痛 を 有 し て い る 人 の 場 合 、 痛 み の
た め 長 時 間 使 用 す る こ と が 出 来 な か っ た 。 一 方 、 こ の よ う に 姿 勢 が 悪 く な る 傾 向 が あ る た
め 、 長 時 間 の 使 用 に よ り 腰 痛 を 発 症 す る 場 合 も あ っ た 。 こ の よ う な 腰 痛 軽 減 、 腰 痛 予 防 に
と っ て 、 正 座 に 近 い 姿 勢 が 最 も 腰 に 負 担 の か か ら な い 適 し た 姿 勢 で あ る こ と が 一 般 的 に 知
ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 又 、 下 肢 や 座 面 に 対 す る 頭 頸 部 の 位 置 が 後 ろ に さ が る た め 、 例 え ば 、 介 護 老 人 や 病 人 が
着 座 し て 食 事 を と る に は 、 適 し た 椅 子 で は な か っ た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 考 案 は 、 上 記 従 来 の 椅 子 の 課 題 を 考 慮 し 、 腰 に 負 担 の か か ら な い 適 正 な 姿 勢 （ 正 座 に
近 い 姿 勢 ） に な り や す い 椅 子 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 第 １ の 本 考 案 は 、
　 着 座 部 と 、 該 着 座 部 の 後 部 に 設 け ら れ た 背 も た れ と を 備 え 、 該 背 も た れ の 背 受 け 面 は 、
前 記 着 座 部 の 後 端 部 と の 間 に 空 間 を お い て 該 着 座 部 の 上 方 に 設 け ら れ る と と も に 、 該 背 も
た れ の 背 受 け 面 の 下 向 き 延 長 線 が 床 面 に 対 す る 角 度 は 、 前 記 着 座 部 に 着 座 し た 人 の 尻 の 後
側 を 前 記 延 長 線 上 に 位 置 さ せ や す い 角 度 に 設 定 さ れ て い る 、 椅 子 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 又 、 第 ２ の 本 考 案 は 、
　 前 記 背 も た れ の 背 受 け 面 の 延 長 線 と 床 面 と が 挟 む 角 度 が ８ ２ ± １ 度 に 設 定 さ れ て い る 、
第 １ の 本 考 案 の 椅 子 で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 又 、 第 ３ の 本 考 案 は 、
　 前 記 着 座 部 の 左 右 側 の 少 な く と も 一 方 に 設 け ら れ 、 背 面 側 か ら 正 面 側 に 向 か っ て 下 方 に
傾 斜 し て い る 横 部 材 を 備 え 、
　 前 記 横 部 材 の 前 記 正 面 側 の 先 端 部 分 は 、 前 記 着 座 部 の 着 座 面 の 高 さ と 同 等 以 下 の 高 さ で
あ る 、 第 １ 又 は ２ の 本 考 案 の 椅 子 で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 又 、 第 ４ の 本 考 案 は 、
　 前 記 着 座 部 の 左 右 側 の 一 方 に の み 前 記 横 部 材 が 設 け ら れ て お り 、
　 前 記 着 座 部 の 左 右 側 の 他 方 に 、 前 記 着 座 部 よ り も 上 方 に 設 け ら れ た ひ じ 掛 け を 備 え た 、
第 ３ の 本 考 案 の 椅 子 で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 又 、 第 ５ の 本 考 案 は 、
　 前 記 着 座 部 の 左 右 側 の 少 な く と も 一 方 に 設 け ら れ た ひ じ 掛 け を 備 え 、
　 前 記 ひ じ 掛 け は 、 そ の 中 間 部 に 隆 起 部 を 有 し 、
　 前 記 隆 起 部 か ら 背 面 側 に 向 か っ て 下 方 に 傾 斜 し 、 前 記 隆 起 部 か ら 正 面 側 に 向 か っ て 下 方
に 傾 斜 し て い る 、 第 １ 又 は ２ の 本 考 案 の 椅 子 で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 又 、 第 ６ の 本 考 案 は 、
　 前 記 背 も た れ の 背 受 け 面 が 、 凹 状 の 湾 曲 面 と し て 形 成 さ れ て い る 第 １ 乃 至 ５ の い ず れ か
の 本 考 案 の 椅 子 で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 又 、 第 ７ の 本 考 案 は 、
　 前 記 着 座 部 の 基 枠 に 前 後 方 向 に 並 列 に 設 け ら れ た 複 数 の 第 １ の バ ネ と 、 該 複 数 の 第 １ の
バ ネ に 渡 っ て 交 差 す る よ う に 左 右 方 向 に 並 列 に 設 け ら れ た 複 数 の 第 ２ の バ ネ と を 備 え た バ
ネ 材 が 設 け ら れ 、 該 基 枠 上 に 前 記 着 座 部 の ク ッ シ ョ ン が 載 置 さ れ て い る 第 １ ～ ６ の い ず れ
か の 本 考 案 の 椅 子 で あ る 。
【 考 案 の 効 果 】
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【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 考 案 に よ れ ば 、 腰 に 負 担 の か か ら な い 適 正 な 姿 勢 （ 正 座 に 近 い 姿 勢 ） に な り や す い 椅
子 を 提 供 す る こ と が 出 来 る 。
【 考 案 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 以 下 、 本 考 案 の 実 施 形 態 に つ い て 図 面 を 用 い て 具 体 的 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 （ 実 施 の 形 態 １ ）
　 図 １ は 、 本 考 案 に 係 る 実 施 の 形 態 １ の 椅 子 の 斜 視 図 で あ る 。 図 ２ （ ａ ） は 、 本 実 施 の 形
態 １ の 椅 子 の 平 面 図 で あ り 、 図 ２ （ ｂ ） は 本 実 施 の 形 態 １ の 椅 子 の 正 面 図 で あ る 。 図 ２ （
ｃ ） は 、 本 実 施 の 形 態 １ の 椅 子 の 右 側 面 図 で あ り 、 図 ２ （ ｄ ） は 左 側 面 図 で あ る 。 又 、 図
２ （ ｅ ） は 、 本 実 施 の 形 態 １ の 椅 子 の 背 面 図 で あ り 、 図 ２ （ ｆ ） は 底 面 図 で あ る 。 図 １ 及
び 図 ２ （ ａ ） ～ （ ｆ ） に 示 す よ う に 、 椅 子 １ は 、 前 後 左 右 の ４ 本 の 脚 ２ に よ っ て 支 持 さ れ
た 着 座 部 ５ と 、 該 着 座 部 ５ の 後 部 上 方 に 設 け ら れ た 背 も た れ ７ と 、 着 座 部 ５ の 左 方 向 に 設
け ら れ た ひ じ 掛 け １ ０ と 、 着 座 部 ５ の 右 方 向 に 設 け ら れ た 横 部 材 １ １ と を 備 え て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 後 側 の 一 対 の 脚 ２ は 、 高 く 伸 び て 背 も た れ ７ を 支 持 す る 支 柱 を 兼 ね て い る 。 ま た 、 前 方
の 一 対 の 脚 ２ の う ち 、 左 側 の 脚 ２ は 、 ひ じ 掛 け １ ０ と 一 体 に 構 成 さ れ て お り 、 ひ じ 掛 け １
０ の 部 分 か ら 、 更 に 後 方 の 左 側 の 脚 ２ の 左 方 向 の 位 置 ま で 延 び て お り 、 ネ ジ ４ ０ に て 後 方
の 左 側 の 脚 ２ と 連 結 さ れ て い る 。 更 に 、 前 方 の 一 対 の 脚 ２ の う ち 、 右 側 の 脚 ２ は 、 横 部 材
１ １ と 一 体 に 構 成 さ れ て お り 、 横 部 材 １ １ か ら 更 に 後 方 の 右 側 の 脚 ２ の 右 方 向 の 位 置 ま で
延 び て お り 、 ネ ジ ４ ０ に よ っ て 後 方 の 右 側 の 脚 ２ と 連 結 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 さ ら に 、 上 記 前 後 の 脚 ２ と 、 左 右 の 脚 ２ は 、 そ れ ぞ れ 基 枠 を 構 成 す る ほ ぼ 水 平 な 横 長 の
部 材 ８ に ネ ジ ４ １ で 固 定 さ れ る こ と に よ っ て 互 い に 連 結 さ れ て い る 。 こ れ ら 脚 ２ 、 部 材 ８
等 は 、 木 材 に よ っ て 制 作 さ れ て い る が 、 木 材 に 限 ら ず 、 金 属 、 プ ラ ス チ ッ ク 等 、 適 度 の 強
度 を 備 え た 材 料 で 製 作 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 ２ （ ｄ ） に 示 す よ う に 、 ひ じ 掛 け １ ０ は 、 前 後 中 間 部 に 隆 起 部 １ ０ ａ が あ る 側 面 視 「
へ 」 字 状 に 形 成 さ れ て い る の で 、 ひ じ に な じ み や す く 、 長 時 間 座 っ て い て も ひ じ が 痛 く な
り に く い 。 さ ら に 、 こ の ひ じ 掛 け １ ０ の 前 端 部 に は 、 ネ ジ ４ ２ に よ っ て 、 前 方 に 突 出 す る
グ リ ッ プ １ ０ ｂ が 設 け ら れ て い て 、 こ れ を 握 っ て 下 向 き の 力 を 加 え る こ と が で き る の で 、
着 座 し た 人 が 立 ち 上 が り や す い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 又 、 横 部 材 １ １ は 、 そ の 前 側 部 分 が 下 向 き に 傾 斜 し て 、 そ の 横 部 材 １ １ の 前 部 １ １ ａ は
着 座 面 ５ ａ よ り も 下 側 に 下 が っ て い る 。 こ の 前 部 １ １ ａ は 、 本 考 案 の 正 面 側 の 先 端 部 分 の
一 例 に 相 当 す る 。 ま た 、 横 部 材 １ １ は 、 下 向 き 凸 状 に 湾 曲 し て 形 成 さ れ て い る 。 こ の よ う
に 、 椅 子 の い ず れ か 一 方 を 横 部 材 と し 前 側 が 低 く な る よ う に 傾 斜 し 、 更 に 、 下 向 き 凸 状 に
湾 曲 し た も の と し て お け ば 、 椅 子 か ら 車 椅 子 に 移 動 す る 際 等 に 椅 子 の 横 か ら 着 座 す る の が
楽 で あ る と い う 利 点 が あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ま た 、 横 部 材 １ １ が 存 在 す る こ と に よ っ て 、 ひ じ 掛 け １ ０ が な い 方 向 に 転 倒 す る こ と を
防 ぐ こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 ３ は 、 本 実 施 の 形 態 １ の 椅 子 １ の 基 枠 （ ベ ー ス ） １ ２ の 平 面 図 で あ る 。 着 座 部 ５ は 、
図 ３ に 示 す よ う な 基 枠 （ ベ ー ス ） １ ２ に ク ッ シ ョ ン １ ３ を 取 り 付 け て 、 ビ ニ ー ル レ ザ ー 等
の 布 を か ぶ せ て 構 成 さ れ た も の で 、 基 枠 １ ２ は 、 木 材 で 作 ら れ 、 該 基 枠 の 内 部 に バ ネ 材 １
４ を 張 架 し て い る 。 尚 、 木 材 に 限 ら ず 、 プ ラ ス チ ッ ク 材 料 、 金 属 等 の 剛 性 を 有 す る 材 料 で
作 ら れ て い て も よ い 。 バ ネ 材 １ ４ は 、 前 後 方 向 に 並 列 に 設 け た 複 数 の 第 １ の Ｓ バ ネ １ ４ ａ
と 、 複 数 の 第 １ の Ｓ バ ネ １ ４ ａ 渡 っ て 交 差 す る 左 右 方 向 の 複 数 の 第 ２ の Ｓ バ ネ １ ４ ｂ と で

10

20

30

40

50

(4) JP 3137036 U 2007.11.8



構 成 さ れ る の で 、 着 座 面 ５ ａ に お い て 前 後 左 右 に 十 分 な ク ッ シ ョ ン 効 果 が 発 揮 さ れ る 。 尚
、 図 ３ で は 、 図 示 し て い な い が 、 第 １ の Ｓ バ ネ １ ４ ａ と 第 ２ の Ｓ バ ネ １ ４ ｂ の 間 に 、 布 等
を 配 置 す る こ と に よ っ て 、 着 座 時 に バ ネ 同 士 が こ す れ て 生 じ る 音 を 軽 減 す る こ と が 出 来 、
更 に 、 バ ネ 同 士 の 接 触 に よ る 摩 耗 も 防 ぐ こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 な お 、 着 座 部 ５ の ク ッ シ ョ ン １ ３ は 、 身 体 が 沈 み 込 ま な い よ う に あ る 程 度 硬 め に 形 成 し
て お く の が 好 ま し い 。 又 、 本 発 明 の 第 １ の バ ネ 及 び 第 ２ の バ ネ の 一 例 は 、 本 実 施 の 形 態 の
第 １ の Ｓ バ ネ １ ４ ａ 及 び 第 ２ の Ｓ バ ネ １ ４ ｂ に 相 当 し 、 バ ネ 材 と し て Ｓ バ ネ を 用 い て い る
が 、 コ イ ル ス プ リ ン グ で あ っ て も よ く 、 更 に 、 バ ネ 材 に 限 ら ず ウ ェ ー ビ ン グ ベ ル ト 等 で あ
っ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 背 も た れ ７ は 、 適 度 の 強 度 を 備 え た 材 料 で 作 ら れ た 本 体 ７ ａ を 有 し て お り 、 該 本 体 ７ ａ
に ウ レ タ ン 等 の ク ッ シ ョ ン を 巻 き 付 け 、 更 に ビ ニ ー ル レ ザ ー で 覆 っ て 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 尚 、 図 ２ で は 、 ビ ニ ー ル レ ザ ー 及 び ク ッ シ ョ ン を 取 り 除 い た 本 体 ７ ａ が 示 さ れ て い る 。
こ れ は 、 後 述 す る 図 ６ と 図 ９ も 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 背 も た れ ７ の 背 受 け 面 １ ７ （ 図 １ 、 ２ 参 照 ） は 、 着 座 し た 人 の 背 面 が 接 す る 前 面 が 凹 に
な る よ う に 湾 曲 し た 形 状 に 形 成 さ れ 、 湾 曲 し た 前 面 が 背 受 け 部 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 背 も た れ ７ は 、 上 述 の と お り 支 柱 を 兼 ね た 後 側 の 脚 ２ に よ っ て 支 持 さ れ て い る が 、 該 背
も た れ ７ の 本 体 ７ ａ の 正 面 側 の 左 右 中 心 線 の 下 向 き 延 長 線 Ｌ は 、 下 方 が 前 側 に 位 置 す る よ
う に 傾 斜 し て い る 。 図 ２ （ ｃ ） に 示 す よ う に 、 こ の 傾 斜 角 （ 延 長 線 Ｌ と 床 面 Ｆ と が 挟 む 角
） α は 、 椅 子 １ に 着 座 し た 人 の 尻 １ ０ ０ （ 図 中 鎖 線 参 照 ） の 後 側 １ ０ ０ ａ を 、 延 長 線 Ｌ 上
に 位 置 さ せ や す い 角 度 に 設 定 さ れ て お り 、 ８ ２ 度 に 設 定 さ れ て い る 。 こ の 角 α は 、 ８ ２ ±
１ 度 の 範 囲 と す る の が 好 ま し い 。 傾 斜 角 α が こ れ よ り も 大 き い と 、 背 も た れ が 垂 直 状 態 と
な る の で 、 窮 屈 で あ り 、 こ れ よ り も 小 さ い と 、 体 幹 が 傾 斜 し 過 ぎ る の で 、 腰 痛 を 有 し て い
る 人 が 長 時 間 座 り 続 け る に は つ ら く 、 又 、 食 事 等 に お け る 前 か が み 姿 勢 が と り に く く な る
。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 又 、 延 長 線 Ｌ と 基 枠 １ ２ と が 挟 む 角 β は 、 ９ ６ 度 に 設 定 さ れ て お り 、 こ の 角 β は 、 ９ ６
± １ 度 の 範 囲 と す る の が 好 ま し い 。 基 枠 １ ２ は 、 椅 子 １ の 前 方 か ら 後 方 に 向 け て 低 く な る
よ う に 傾 斜 し て い る 。 尚 、 こ の 傾 斜 角 は ２ 度 と な る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 背 も た れ ７ は 、 着 座 部 ５ の 上 方 に 設 け ら れ て い る た め 、 該 背 も た れ ７ と 着 座 面 ５ ａ と の
間 に は 、 空 間 １ ８ が 形 成 さ れ て い る 。 ま た 、 前 記 背 も た れ ７ の 延 長 線 Ｌ は 着 座 面 ５ ａ の 後
部 を 上 下 に 通 過 す る よ う に 設 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 さ ら に 、 こ の 椅 子 １ の 着 座 部 の 前 後 方 向 の 長 さ は 、 例 え ば 約 ３ ８ ０ ｍ ｍ ～ 約 ４ ２ ０ ｍ ｍ
と 比 較 的 短 く 、 左 右 幅 も 着 座 し た 人 の 両 腕 が ひ じ 掛 け に 載 る 程 度 に 比 較 的 狭 く 形 成 さ れ て
い る 。 こ の た め 、 正 し い 着 座 姿 勢 を 維 持 す る の が 容 易 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 こ の 椅 子 １ は 、 背 も た れ ７ と 着 座 面 ５ ａ と の 間 に 空 間 １ ８ が あ り 、 背 も た れ の 前 後 傾 斜
角 は 比 較 的 小 さ い の で 、 着 座 し た 人 の 尻 １ ０ ０ の 後 側 １ ０ ０ ａ が 着 座 部 の 奥 ま で 入 り 込 む
こ と が で き る 。 こ の た め 、 尻 が 前 側 に ず れ て 、 膝 が 前 方 に 突 き 出 す よ う な 無 理 な 姿 勢 と な
り に く い 。 ま た 、 着 座 し た 人 の 頭 頸 部 が 前 に 位 置 す る の で 、 背 筋 を 伸 ば し た 正 座 に 近 い 姿
勢 で 着 座 す る こ と が で き る の で 、 腰 痛 等 の 軽 減 効 果 も 期 待 で き る 。 更 に 、 食 事 等 の 際 に 前
か が み の 姿 勢 が と り や す い と い う 効 果 も 発 揮 で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 以 上 に 説 明 し た よ う に 、 こ の 椅 子 １ は 、 着 座 し た 人 の 身 体 が し っ か り と 保 持 さ れ 、 背 筋
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を 伸 ば し た 自 然 な 姿 勢 を と る こ と が で き る の で 、 腰 に 負 担 の か か ら な い 、 正 座 に 近 い 姿 勢
を 保 持 出 来 、 長 時 間 使 用 し た 場 合 で あ っ て も 腰 が 痛 く な り に く く 、 腰 痛 を 軽 減 す る こ と が
出 来 る 。 更 に 、 従 来 の 椅 子 で は 、 食 事 が と り に く か っ た の で 、 介 護 老 人 等 が と も す れ ば 食
事 に 意 欲 を 持 た な く な る こ と が あ っ た が 、 こ の 椅 子 １ を 使 用 す れ ば 、 高 齢 者 や 病 人 が 楽 な
姿 勢 で 食 事 等 を 楽 し む こ と が で き 、 食 事 に 対 す る 意 欲 も 増 し 、 健 康 を 維 持 す る う え で 好 ま
し い も の と 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 尚 、 図 ２ （ ａ ） ～ （ ｆ ） か ら ネ ジ ４ ０ 、 ４ １ 等 の 内 部 構 造 を 除 き 、 本 体 ７ ａ を 背 も た れ
７ （ 図 １ 参 照 ） の 状 態 と し た 、 図 １ の 椅 子 １ の 外 観 を 表 す ６ 面 図 を 、 図 ４ （ ａ ） ～ （ ｆ ）
に 示 す 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 （ 実 施 の 形 態 ２ ）
　 次 に 、 本 考 案 に か か る 実 施 の 形 態 ２ に お け る 椅 子 に つ い て 説 明 す る 。 本 実 施 の 形 態 ２ に
お け る 椅 子 は 、 実 施 の 形 態 １ と 基 本 的 な 構 成 は 同 じ で あ る が 、 ひ じ 掛 け １ ０ の 代 わ り に 横
部 材 １ １ が 設 け ら れ て い る 点 が 異 な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 図 ５ は 、 本 実 施 の 形 態 ２ に お け る 椅 子 ２ ０ の 斜 視 図 で あ る 。 図 ６ （ ａ ） は 、 本 実 施 の 形
態 ２ の 椅 子 ２ ０ の 平 面 図 で あ り 、 図 ６ （ ｂ ） は 椅 子 ２ ０ の 正 面 図 で あ る 。 図 ６ （ ｃ ） は 、
椅 子 ２ ０ の 右 側 面 図 で あ り 、 図 ６ （ ｄ ） は 、 椅 子 ２ ０ の 左 側 面 図 で あ る 。 図 ６ （ ｅ ） は 、
椅 子 ２ ０ の 背 面 図 で あ り 、 図 ６ （ ｆ ） は 、 椅 子 ２ ０ の 底 面 図 で あ る 。 又 、 図 ６ （ ａ ） ～ （
ｆ ） か ら ネ ジ ４ ０ 、 ４ １ 等 の 内 部 構 造 を 除 き 、 本 体 ７ ａ を 背 も た れ ７ （ 図 ５ 参 照 ） の 状 態
と し た 、 図 ５ の 椅 子 ２ ０ の 外 観 を 表 す ６ 面 図 を 、 図 ７ （ ａ ） ～ （ ｆ ） に 示 す 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 本 実 施 の 形 態 ２ の 椅 子 ２ ０ は 、 実 施 の 形 態 １ と 異 な り 、 左 右 双 方 に 横 部 材 １ １ が 設 け ら
れ て い る 。 こ の よ う に 、 両 側 の 横 部 材 １ １ が 、 そ の 前 部 １ １ ａ が 着 座 面 ５ ａ と 同 じ 高 さ 又
は そ れ よ り も 下 側 に 位 置 す る よ う に 、 下 向 き 凸 形 状 に 湾 曲 し て 前 方 に 傾 斜 し て 形 成 さ れ て
い る た め 、 椅 子 の 左 右 い ず れ の 側 か ら も 楽 に 着 座 す る こ と が で き る 。 更 に 、 横 部 材 １ １ を
備 え る こ と に よ り 、 椅 子 に 着 座 し た 人 が 左 右 に 倒 れ る こ と を 防 ぐ こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 （ 実 施 の 形 態 ３ ）
　 次 に 、 本 考 案 に か か る 実 施 の 形 態 ３ に お け る 椅 子 に つ い て 説 明 す る 。 本 実 施 の 形 態 ３ に
お け る 椅 子 は 、 実 施 の 形 態 １ と 基 本 的 な 構 成 は 同 じ で あ る が 、 横 部 材 １ １ の 代 わ り に ひ じ
掛 け １ ０ が 設 け ら れ て い る 点 が 異 な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 図 ８ は 、 本 実 施 の 形 態 ３ に お け る 椅 子 ３ ０ の 斜 視 図 で あ る 。 図 ９ （ ａ ） は 、 本 実 施 の 形
態 ３ の 椅 子 ３ ０ の 平 面 図 で あ り 、 図 ９ （ ｂ ） は 椅 子 ３ ０ の 正 面 図 で あ る 。 図 ９ （ ｃ ） は 、
椅 子 ３ ０ の 右 側 面 図 で あ り 、 図 ９ （ ｄ ） は 、 椅 子 ３ ０ の 左 側 面 図 で あ る 。 図 ９ （ ｅ ） は 、
椅 子 ３ ０ の 背 面 図 で あ り 、 図 ９ （ ｆ ） は 、 椅 子 ３ ０ の 底 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 本 実 施 の 形 態 ３ の 椅 子 ３ ０ は 、 実 施 の 形 態 １ と 異 な り 、 左 右 双 方 に ひ じ 掛 け １ ０ が 設 け
ら れ て い る 。 こ の よ う に 、 両 側 の ひ じ 掛 け １ ０ の 高 さ を 通 常 の 椅 子 に お け る ひ じ 掛 け と 同
様 に 、 着 座 し た 人 が ひ じ を 載 せ る の に 適 し た 高 さ に 形 成 し て お け ば 、 身 体 が 左 右 両 側 の ひ
じ 掛 け に よ っ て 支 持 さ れ る の で 、 安 定 性 に す ぐ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 以 上 の よ う に 、 本 考 案 に 係 る 椅 子 は 、 着 座 し た 人 の 尻 が 背 も た れ の 背 受 け 面 の 下 方 延 長
線 上 に ほ ぼ 位 置 す る よ う に 着 座 す る こ と が で き る も の で 、 尻 を 座 面 の 奥 ま で 位 置 さ せ る こ
と が で き る の で 、 頭 頸 部 が 比 較 的 前 に 位 置 し た 状 態 で 、 背 筋 を 伸 ば し て 着 座 す る こ と が で
き る 。 こ の た め 、 前 屈 み の 姿 勢 を と る こ と が 容 易 で あ り 、 テ ー ブ ル の 高 さ を 適 当 な も の と
す れ ば 、 楽 な 姿 勢 で 食 事 を と る こ と が で き る 。 ま た 、 こ の 着 座 姿 勢 は 、 正 座 に 近 い 姿 勢 で
あ る た め 、 腰 痛 の 軽 減 効 果 も 期 待 で き る 。 な お 、 背 受 け 面 を 前 に 凹 の 湾 曲 面 と し て 形 成 し
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て お け ば 、 着 座 し た 人 の 身 体 を 椅 子 の 中 央 部 に 位 置 さ せ る う え で 効 果 的 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 さ ら に 、 左 右 側 部 に ひ じ 掛 け を 設 け て お け ば 、 該 ひ じ 掛 け に よ っ て も 身 体 を 支 持 す る こ
と が で き る の で 、 着 座 時 の 身 体 が 安 定 す る 。 ひ じ 掛 け は 椅 子 の 左 右 両 側 に 設 け て お い て も
よ い が 、 こ れ を 片 側 だ け に 設 け て お く か 、 あ る い は い ず れ か 一 方 の ひ じ 掛 け を 横 部 材 と し
て 、 そ の 前 部 が 着 座 面 と 同 程 度 の 高 さ に な る よ う 前 傾 さ せ て 形 成 し て お け ば 、 着 座 時 や 椅
子 を 離 れ る 時 に ひ じ 掛 け が 邪 魔 に な ら な い の で 動 作 が 楽 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 尚 、 上 記 実 施 の 形 態 に お け る 椅 子 は 、 ひ じ 掛 け １ ０ と 一 体 し た 脚 ２ と 、 横 部 材 １ １ と 一
体 化 し た 脚 ２ が 着 脱 可 能 に 構 成 さ れ て い て も 良 い 。 こ の 場 合 、 以 下 の 利 点 が あ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 実 施 の 形 態 ２ に お け る 椅 子 ２ ０ の 前 方 の 左 右 の 脚 ２ は 、 そ れ ぞ れ の 横 部 材 １ １ と 一 体 化
さ れ て お り 、 実 施 の 形 態 ３ に お け る 椅 子 ３ ０ の 前 方 の 左 右 の 脚 ２ は 、 そ れ ぞ れ の ひ じ 掛 け
１ ０ と 一 体 化 さ れ て い る 。 そ こ で 、 例 え ば 、 椅 子 ２ ０ の 前 方 の 左 側 の 脚 ２ （ 横 部 材 １ １ を
含 む ） を 、 椅 子 ３ ０ の 前 方 の 左 側 の 脚 ２ （ ひ じ 掛 け １ ０ を 含 む ） と 交 換 す る こ と に よ っ て
、 実 施 の 形 態 １ で 説 明 し た 椅 子 １ と 、 ひ じ 掛 け １ ０ と 横 部 材 １ １ の 位 置 が 椅 子 １ と 左 右 反
対 の 椅 子 と が 作 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 こ の よ う に 、 前 方 の 脚 ２ を 着 脱 可 能 に 構 成 す れ ば 、 椅 子 ２ ０ と 椅 子 ３ ０ か ら 、 着 座 す る
人 に 適 し た 椅 子 の 形 状 に 適 宜 変 更 す る こ と が 出 来 る た め 、 経 済 的 で あ る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 本 考 案 の 椅 子 は 、 腰 に 負 担 の か か ら な い 適 正 な 姿 勢 （ 正 座 に 近 い 姿 勢 ） に な り や す い 効
果 を 有 し 、 例 え ば 、 腰 痛 軽 減 や 腰 痛 予 防 に 適 し 、 又 、 高 齢 者 や 病 人 な ど が 食 事 を 行 う の に
適 し た 椅 子 と し て 有 用 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ７ 】
【 図 １ 】 本 考 案 に 係 る 実 施 の 形 態 １ に お け る 椅 子 の 外 観 斜 視 図
【 図 ２ （ ａ ） 】 本 考 案 に 係 る 実 施 の 形 態 １ に お け る 椅 子 の 平 面 図
【 図 ２ （ ｂ ） 】 本 考 案 に 係 る 実 施 の 形 態 １ に お け る 椅 子 の 正 面 図
【 図 ２ （ ｃ ） 】 本 考 案 に 係 る 実 施 の 形 態 １ に お け る 椅 子 の 右 側 面 図
【 図 ２ （ ｄ ） 】 本 考 案 に 係 る 実 施 の 形 態 １ に お け る 椅 子 の 左 側 面 図
【 図 ２ （ ｅ ） 】 本 考 案 に 係 る 実 施 の 形 態 １ に お け る 椅 子 の 背 面 図
【 図 ２ （ ｆ ） 】 本 考 案 に 係 る 実 施 の 形 態 １ に お け る 椅 子 の 底 面 図
【 図 ３ 】 本 考 案 に 係 る 実 施 の 形 態 １ に お け る 着 座 部 の ベ ー ス を 表 す 平 面 図
【 図 ４ （ ａ ） 】 本 考 案 に 係 る 実 施 の 形 態 ２ に お け る 椅 子 の 外 観 の 平 面 図
【 図 ４ （ ｂ ） 】 本 考 案 に 係 る 実 施 の 形 態 ２ に お け る 椅 子 の 外 観 の 正 面 図
【 図 ４ （ ｃ ） 】 本 考 案 に 係 る 実 施 の 形 態 ２ に お け る 椅 子 の 外 観 の 右 側 面 図
【 図 ４ （ ｄ ） 】 本 考 案 に 係 る 実 施 の 形 態 ２ に お け る 椅 子 の 外 観 の 左 側 面 図
【 図 ４ （ ｅ ） 】 本 考 案 に 係 る 実 施 の 形 態 ２ に お け る 椅 子 の 外 観 の 背 面 図
【 図 ４ （ ｆ ） 】 本 考 案 に 係 る 実 施 の 形 態 ２ に お け る 椅 子 の 外 観 の 底 面 図
【 図 ５ 】 本 考 案 に 係 る 実 施 の 形 態 ２ に お け る 椅 子 の 外 観 斜 視 図
【 図 ６ （ ａ ） 】 本 考 案 に 係 る 実 施 の 形 態 ２ に お け る 椅 子 の 平 面 図
【 図 ６ （ ｂ ） 】 本 考 案 に 係 る 実 施 の 形 態 ２ に お け る 椅 子 の 正 面 図
【 図 ６ （ ｃ ） 】 本 考 案 に 係 る 実 施 の 形 態 ２ に お け る 椅 子 の 右 側 面 図
【 図 ６ （ ｄ ） 】 本 考 案 に 係 る 実 施 の 形 態 ２ に お け る 椅 子 の 左 側 面 図
【 図 ６ （ ｅ ） 】 本 考 案 に 係 る 実 施 の 形 態 ２ に お け る 椅 子 の 背 面 図
【 図 ６ （ ｆ ） 】 本 考 案 に 係 る 実 施 の 形 態 ２ に お け る 椅 子 の 底 面 図
【 図 ７ （ ａ ） 】 本 考 案 に 係 る 実 施 の 形 態 ２ に お け る 椅 子 の 外 観 の 平 面 図
【 図 ７ （ ｂ ） 】 本 考 案 に 係 る 実 施 の 形 態 ２ に お け る 椅 子 の 外 観 の 正 面 図
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【 図 ７ （ ｃ ） 】 本 考 案 に 係 る 実 施 の 形 態 ２ に お け る 椅 子 の 外 観 の 右 側 面 図
【 図 ７ （ ｄ ） 】 本 考 案 に 係 る 実 施 の 形 態 ２ に お け る 椅 子 の 外 観 の 左 側 面 図
【 図 ７ （ ｅ ） 】 本 考 案 に 係 る 実 施 の 形 態 ２ に お け る 椅 子 の 外 観 の 背 面 図
【 図 ７ （ ｆ ） 】 本 考 案 に 係 る 実 施 の 形 態 ２ に お け る 椅 子 の 外 観 の 底 面 図
【 図 ８ 】 本 考 案 に 係 る 実 施 の 形 態 ３ に お け る 椅 子 の 外 観 斜 視 図
【 図 ９ （ ａ ） 】 本 考 案 に 係 る 実 施 の 形 態 ３ に お け る 椅 子 の 平 面 図
【 図 ９ （ ｂ ） 】 本 考 案 に 係 る 実 施 の 形 態 ３ に お け る 椅 子 の 正 面 図
【 図 ９ （ ｃ ） 】 本 考 案 に 係 る 実 施 の 形 態 ３ に お け る 椅 子 の 右 側 面 図
【 図 ９ （ ｄ ） 】 本 考 案 に 係 る 実 施 の 形 態 ３ に お け る 椅 子 の 左 側 面 図
【 図 ９ （ ｅ ） 】 本 考 案 に 係 る 実 施 の 形 態 ３ に お け る 椅 子 の 背 面 図
【 図 ９ （ ｆ ） 】 本 考 案 に 係 る 実 施 の 形 態 ３ に お け る 椅 子 の 底 面 図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 １ 、 ２ ０ 、 ３ ０ 　 椅 子
　 ２ 　 脚
　 ５ 　 着 座 部
　 ７ 　 背 も た れ
１ ０ 　 ひ じ 掛 け
１ ２ 　 基 枠
１ ３ 　 ク ッ シ ョ ン
１ ４ 　 バ ネ 材
１ ７ 　 背 受 け 面
１ ８ 　 空 間
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【 図 ２ （ ｂ ） 】 【 図 ２ （ ｃ ） 】

【 図 ２ （ ｄ ） 】 【 図 ２ （ ｅ ） 】
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【 図 ２ （ ｆ ） 】 【 図 ３ 】

【 図 ４ （ ａ ） 】

【 図 ４ （ ｂ ） 】 【 図 ４ （ ｃ ） 】

(10) JP 3137036 U 2007.11.8



【 図 ４ （ ｄ ） 】 【 図 ４ （ ｅ ） 】

【 図 ４ （ ｆ ） 】 【 図 ５ 】
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【 図 ６ （ ａ ） 】 【 図 ６ （ ｂ ） 】

【 図 ６ （ ｃ ） 】 【 図 ６ （ ｄ ） 】
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【 図 ６ （ ｅ ） 】 【 図 ６ （ ｆ ） 】

【 図 ７ （ ａ ） 】

【 図 ７ （ ｂ ） 】 【 図 ７ （ ｃ ） 】

(13) JP 3137036 U 2007.11.8



【 図 ７ （ ｄ ） 】 【 図 ７ （ ｅ ） 】

【 図 ７ （ ｆ ） 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ （ ａ ） 】 【 図 ９ （ ｂ ） 】

【 図 ９ （ ｃ ） 】 【 図 ９ （ ｄ ） 】
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【 図 ９ （ ｅ ） 】 【 図 ９ （ ｆ ） 】
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